
様式第２号（第４条第１項関係） 

会　議　結　果　概　要 

 
会 議 の 名 称 令和 8年度 第 2回 古河市特別職報酬等審議会

 
開 催 日 時 令和 8年 6月 30 日（火） 午後 2時から午後 3時 20 分まで

 
開 催 場 所 古河市役所　総和庁舎 3 階特別会議室

 

出 席 者

（委　員）　岩﨑委員、下村委員、初見委員、石塚（巧）委員、長濵委員、

塚田委員、渡邊委員、石塚（克）委員、澤部委員、栗島委員 
（事務局）　田神総務部長、石丸職員課長、羽部議会事務局次長、染谷課

長補佐、鈴木課長補佐、髙橋係長、栗田係長

 

議　　　　　題

１　報酬月額の増額幅について 
２　増額改定の適用年月日について 
３　答申書の素案について 
４　その他

 

審 議 の 内 容

１　報酬月額の増額幅について 
増額改定案１～３全体について事務局から説明し、その後、各案の詳細な

説明と案ごとの質疑及び意見の聴取を行った。 
 

 
【案１に対する質疑及び意見】 
〇比較対象とした市の議員定数は同じか。 

　　⇒事務局調べでは、議員定数は、日立市 24名、土浦市 24名、ひたちなか

市 25 名、取手市 24名であった。 

　〇比較対象とした市の直近の議員報酬改定はいつか。 

　　⇒事務局調べでは、日立市が平成 8年 4月 1日、土浦市が平成 8年 4月 1

日、ひたちなか市が平成 8年 1月 1日、取手市が令和 8年 4月 1であった。 

　〇古河市がこの案で改定したとして、改定後も長年改定していない市より上

回らないのはいかがなものか。 

　〇各市の年間予算総額とも比較する必要があると思うがいかがか。 
　　⇒各市の令和 7年度当初予算額は日立市が 761 億 3,000 万円、土浦市 573

案1：人口10万人台の県内4市の中央値を用いた試算

　　　（4市：日立市・土浦市・ひたちなか市・取手市）

改定前月額 改定後月額 増減 改定前年額 改定後年額 予算影響額

A B C（=B-A） D E F（=E-D）

議長 500,000 555,000 55,000 8,012,500 8,893,875 881,375

副議長 450,000 502,000 52,000 7,211,250 8,044,550 833,300

議員 400,000 468,000 68,000 141,020,000 164,993,400 23,973,400

※千円未満切り捨て 156,243,750 181,931,825 25,688,075

※年額は、役職加算率15％、期末手当3.5月で試算

単位：円



 億 1,100 万円、ひたちなか市 637 億 4,000 万円、取手市 505 億 3,300 万円

であった。 
 

 
【案２に対する質疑及び意見】 
〇案１同様、比較対象の市の直近の議員報酬改定はいつか。 

　　⇒事務局調べでは、小牧市が平成 12 年 4 月 1 日、各務原市が平成 16 年 1

月 1日、藤枝市が平成 9年 4月 1日、足利市が平成 25 年 4月 1 日、桑名

市が令和 7年 4月 1日であった。 

〇案１同様、比較対象の市の改定時期が古いにもかかわらず、古河市議会議

員の改定後の額がまだ対象の中では低いと思う。 

　〇同案で改定した場合、人口の増減により議員報酬も増減させていくという

ことか。 

　　⇒事務局案のいずれも現状を踏まえた増額案を提案しているため、今回改

定以後も比較対象の指標の増減に連動させていく必要はなく、その時々の

時勢や環境に則して考えるべきと思われる。 

　 

 
　【案３に対する質疑及び意見】 
　〇案２と比べて議員の改定後金額の差が 5,000 円であり、改定幅の差が

分かりづらい。 

　　⇒議員でみると案 2 と案 3 で 5,000 円の差ではあるが、副議長では

31,000 円、議長では 25,000 円とそれぞれ差がある点や、算出方法の

違いも踏まえて審議いただきたい。 

　〇議員は案３、副議長、議長は案２を採用するなど、議員の区分ごとに

案2：類似団体（人口13~15万人）のうち、議員1人あたり人口数が古河市の±10％以内となる5市の中央値を用いた試算

　　　（5市：桑名市、足利市、小牧市、各務原市、藤枝市）

改定前月額 改定後月額 増減 改定前年額 改定後年額 予算影響額

A B C（=B-A） D E F（=E-D）

議長 500,000 587,000 87,000 8,012,500 9,406,675 1,394,175

副議長 450,000 520,000 70,000 7,211,250 8,333,000 1,121,750

議員 400,000 485,000 85,000 141,020,000 170,986,750 29,966,750

※千円未満切り捨て 156,243,750 188,726,425 32,482,675

※年額は、役職加算率15％、期末手当3.5月で試算

単位：円

案3：行政職給料表の8級（部長級）の中央値490,700円を用いた試算

改定前月額 改定後月額 増減 改定前年額 改定後年額 予算影響額

A B C（=B-A） D E F（=E-D）

議長 500,000 612,000 112,000 8,012,500 9,807,300 1,794,800

副議長 450,000 551,000 101,000 7,211,250 8,829,775 1,618,525

議員 400,000 490,000 90,000 141,020,000 172,749,500 31,729,500

※千円未満切り捨て 156,243,750 191,386,575 35,142,825

※年額は、役職加算率15％、期末手当3.5月で試算

単位：円



 別案を取り入れることはどうか。 

　　⇒（委員間の意見交換）増額案の根拠が複数あることは後々の議会へ

の説明や、市民の理解を得ることが難しいため、根拠は一つに絞って

決定することが適当と思われる。 
 
　【案１から３のうち決定する案の採決】 
　〇事務局案の説明および質疑、審議ののち、案１から３のうちいずれを

採用するか採決を行った結果、議長を除く委員９名のうち、案１に賛成

の委員が２名、案２が２名、案３が５名となり、案３が多数を占め、議

員報酬の増額幅は「案３」とすることが決定した。 
 
２　増額改定の適用年月日について 
　〇増額改定の適用年月日について、事務局より、新たに選挙により選出

された議員の任期開始日である令和９年５月１日とすることを提案。委

員からの異議はなく、事務局案のとおり決定した。 
 
３　答申書の素案について 
　〇次回審議会において、答申書案を事務局にて作成することを説明。ま

た議員報酬の改定にあわせて、審議会として市議会議員に期待すること等

を附帯意見として答申書に盛り込むことを提案した。 
 
　【委員より寄せられた感想、附帯意見】 

　〇今回の審議会で決定された議員報酬月額は、将来に渡って確定された

額ではなく、人口動向、市の予算状況、それと議員定数の課題等を含め、

定期的に報酬月額を見直すべきである。 

　〇将来的に古河市の人口が減少となった場合には、当然議員定数の削減

も実施していってほしい。 

　〇大幅な報酬月額の増額となることから、市議会議員 24 名は市民の代表

として、市民のための議員活動に励んでほしい。 

　〇今後は、見直しの時期を 20 年とせず、短期的な期間で見直しを図って

いただきたい。 

　〇部長級の給料月額を参考にした増額となるので、議員には部長級並み

に仕事に取り組んでほしい。 

　〇議員の報酬月額については、約 20 年間見直しがされず、審議会として

適正な増額幅で決定された報酬額に見合うよう、議員一人ひとりが自覚

を持って議員活動に取り組んでほしい。 

〇行政職給料表 8級（部長級）の中央値の算出根拠が一番と思い、賛成

した。案 1と 2のいずれも人口規模だけでなく、議員も自車を使用した



 活動をしているので面積など別の視点も必要と感じたため、部長級並み

の職責・職務を考慮した案 3 が一番だと思った。報酬月額の増額を契機

に、議員の皆様には古河市の将来を担って、議員活動に励んでいただき

たい。 

　〇今回の報酬月額の増額改定において、改定前と改定後の率で考えると、

約 20%を超える増額幅となる。この増額幅は決して小さくなく、民間事

業所が年間 5%を目安に賃上げしていく中で、これまで 20 年間見直しが

なかったとはいえ、民間事業所の 5%の増加率で考えると、一気に 4年分

の増額幅となる。改定後の報酬月額に見合うだけの議員活動や職責をし

っかり果たしていただきたい。 

　〇全ての市議会議員が市民の声をしっかり聴いて、市民の代表として、

行政に私たち市民の声を届けてほしい。議員一人ひとりが、部長級に働

いて、市民の声に耳を傾ける誠意や議員活動の姿を見せてほしい。 

 

４　その他 

　〇第 3回審議会を令和 8年 7月 30 日（木）午後 2時から、ふくろうの森

プラザ 2階多目的室にて開催する。 

　〇第 3回審議会では、第 2回までの審議内容、附帯意見を盛り込んだ答

申書案を事務局にて作成し、その内容について審議を行うことを確認。 

 問 合 せ 先 
（事務局）

古河市役所 総務部 職員課 厚生給与係 

　TEL　0280－92－3111（内線 2221・2222）

 
備　　　　　考


